
本製品特集では，細胞実験にまつわる研

究者のさまざまなニーズにお応えするた

めに，細胞実験に関連する製品情報を，

総力特集いたしました！
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研究に用いる初代細胞の種類および
入手手段について

アンケートの結果，初代細胞の生物種としてヒトを
用いると回答した研究者の合計は74％にも及び，マウ
スやラットに比べ入手の難しいヒト由来の細胞が多く
用いられていることがわかりました（図１）．また細胞
型としては，間葉系幹細胞（MSC），上皮細胞，内皮
細胞の順に多く使用されているようです（図２）．アン
ケート実施会場が再生医療学会ということもあり間葉
系幹細胞の使用者が最も多く見受けられますが，間葉
系（非上皮性）／非間葉系問わずさまざまな細胞型が
用いられています．

研究に用いる初代細胞の入手手段としては，自ら単
離するよりも，購入する，あるいはその両方という回
答が多く得られました（47％，図３）．

ロンザ社では，図２の回答にあがった細胞型をはじ
め150種類以上の初代細胞を取り揃えており，初代細
胞を利用する世界中の研究者から高い信頼を得ていま
す．実際，初代細胞を購入していると回答した研究者
のなかでは，ロンザ社の初代細胞を使用しているとの
回答が最も多く見受けられました．

初代細胞を入手する際の 
不安点について

初代細胞を用いる研究者は，初代細胞の入手時の不
安点として，コンタミネーション，細胞型の純度，細胞
数の確保などをあげています （図４）．しかしこのよう
な問題は，個々の研究者が自ら初代細胞の単離を行う
場合，その由来となるドナーの確保，単離のプロトコー
ル，実験者の経験や技術 ，個体間差など複数の要因が
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図1 使用している初代細胞の生物種 図２ 使用している初代細胞の細胞型

1398

＜ 概 論 ＞＜ 概 論 ＞

製 品 特 集製 品 特 集
協賛企業記事協賛企業記事

＜ 概 論 ＞＜ 概 論 ＞

製 品 特 集製 品 特 集製 品 特 集製 品 特 集製 品 特 集製 品 特 集製 品 特 集
協賛企業記事協賛企業記事

細胞実験でお困りのあなたへ

実験医学　Vol. 29　No. ９（６月号）2011



あり，その厳密なコントロールは容易ではありません．
ロンザ社は，40年以上にわたり初代細胞の単離およ

び販売を行い，その長い実績に裏付けられる品質管理
システムを確立しています．例えば，研究に使用する
うえでの倫理的な条件を満たすため，ロンザ社はすべ
てのヒト細胞をインフォームドコンセントに則って調
達しており，コンタミネーション，細胞型の純度（細
胞型特異的マーカーの発現），細胞数などを試験し，生
存率や継代培養の効率などとともに試験成績証明書に
記載し，製品の品質を保証しています．

またほとんどの細胞型で，ロンザ社が指定する培地を
使用した場合の最低分裂回数を保証しています．なお，
ロンザ社の細胞を購入していると回答した研究者のうち
73％はロンザ社の培地を使用中との結果が得られました．

以下に，ロンザ社が取り扱う細胞の主な品質条件の
例を示します．

❶	ヒト間葉系幹細胞		
（hMSC，Cat	No：PT-2501）

１）コンタミネーション
◦HIV-1，B型およびC型肝炎ウイルス，マイコ

プラズマ，バクテリア：すべて陰性

２）細胞純度
◦CD105，CD166，CD29，CD44マーカー：陽性
◦CD14，CD34，CD45マーカー：陰性

３）細胞数
◦≧750,000細胞/アンプル

４）細胞機能
◦骨細胞，軟骨細胞，脂肪細胞への分化能

❷	ヒト臍帯静脈内皮細胞	
（HUVEC，Cat	No：C2519A）

１）コンタミネーション
◦HIV-1，B型およびC型肝炎ウイルス，マイコ

プラズマ，バクテリア：すべて陰性

２）細胞純度
◦アセチル化低密度リポタンパク質（LDL）取り

込み，およびvon Willebrand因子発現：陽性
◦CD31，CD105マーカー：陽性

３）細胞数
◦≧500,000細胞/アンプル

４）分裂回数
◦15回保証〔EGM™-2 BulletKit™（Cat No：

CC-3162）を使用した場合〕

特殊な条件の初代細胞の 
入手について

再生医療学会で行った今回のアンケートでも，以下
のように多様な条件を指定する希望が多く見受けられ
ました．

❶	年齢，性別など
例）老人から単離した皮膚細胞

❷	特定の疾患患者由来
例）糖尿病の患者から単離した細胞

❸	多様な生物種
例）サル，ブタ，イヌなどから単離した細胞
ロンザ社が提供する細胞は，ロットごとにドナーの年

齢，性別，人種，喫煙や飲酒の有無などの情報を参照
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図3　初代細胞の入手手段 図4　入手した初代細胞への不安
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することができ，細かな条件の指定や同一ドナー由来の
複数の細胞型を購入することも可能です．ロンザ社で
は現在，喘息患者，慢性閉塞性肺疾患 （COPD） 患者か
ら単離した細胞を販売しており，また糖尿病 （Ⅰ型，Ⅱ
型） 患者由来の細胞についても販売を予定しています．

さらに，ロンザ社ではユーザーのニーズに合わせて
カスタムによる初代細胞の単離も行っています．これま
でに特定の年齢や疾患のヒト細胞，サル，ブタ，イヌ，
ネコ，モルモットなどのさまざまな動物種の細胞もリク
エストに応じて単離，提供した実績があります （表）．

表　ロンザ社による初代細胞単離実績
単離例 文献

ヒト網膜周皮細胞（Human Retinal Pericytes） １
ヒト伏在静脈平滑筋細胞（Human Saph Vein SMC） ２
ヒト子宮頸部上皮細胞 （Human Cervical Epithelial Cells） ３
ブタ大動脈内皮細胞 （Porcine Aortic Endothelial Cells） ４

おわりに
再生医療学会の会員の皆様を対象に実施した今回の

アンケートにおいて，初代細胞の使用を検討中と回答し
た細胞株使用者は73％に上り，よりin vivo に近く，ま
た前述の結果からも，さまざまな細胞型に特化した初代
細胞研究へ移行する傾向が強まっていることがわかりま
した．現在のバイオサイエンス・医学研究では，特定の
疾患や器官などにおける詳細な解析が求められており，

多様なドナー ，器官などから単離できる初代細胞への
ニーズは今後ますます高まっていくと予想されます．

ロンザ社では，このようなニーズに応えるため，多
岐にわたる高品質な初代細胞を提供し続けていきます．

最後に，学会会期中ロンザ社のブースにご訪問いた
だき，アンケートにご協力いただいた皆様に深く御礼
申し上げます．
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写真１　ヒト間葉系幹細胞 （hMSC）
  ロンザ社のヒト間葉系細胞を専用培地 （MSCGM™ 

BulletKit™）を用いて培養した分化前の位相差顕微
鏡による観察像 ．純度が高いため均一な細胞集団で
あることがわかる．骨芽細胞分化キット，軟骨細胞
分 化 キッ ト， 脂 肪 細 胞 分 化 キッ ト （Cat No：
PT-3002，3003，3004)をそれぞれ使用するこ
とにより，高頻度に分化を誘導することができる

写真２　ヒト臍帯静脈内皮細胞 （HUVEC）
  ロンザ社のヒト臍帯静脈内皮細胞（HUVEC） を

微 小 血 管 内 皮 細 胞 培 地 キッ ト (EGM ™ -2 
BulletKit™)により培養し，血中凝固因子の１つ
であるvon Willebrand因子 （vWF） に対する抗
体染色およびDAPIによる核染色を行った観察像
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